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「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」
第
三
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文

三
篇
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
令

和
二
年
度
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
行
事
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
。
令
和
三
年
度

は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
が
授
業
で
は
と

ら
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
か
、
全
貌
は
ま
だ
つ
か
め
ま
せ
ん
が
、「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」

を
見
る
と
研
究
に
は
逆
風
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
梶
本
蓮

く
ん
が
力
作
の
卒
業
論
文
を
執
筆
し
、
論
文
に
し
て
投
稿
し
て
く
れ
た
の
は
よ

い
こ
と
で
し
た
。
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吉
丸
雄
哉
）

に
ひ
ば
り
の

を
つ
く
は
の
や
ま

―
『
常
陸
國
風
土
記
』
行
方
郡
香
澄
里
「
新
治
洲
」
に
つ
い
て
―
廣
岡

義
隆

1

｢弁
官
」
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』
村
口

進
介

11

山
東
京
伝
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
の
研
究

―
洒
落
本
と
の
関
係
を
中
心
に
―
平
良
里
香
子

23

野
間
宏
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
と
《
近
代
主
義
批
判
》

―
日
本
と
ド
イ
ツ
の
戦
後
文
学
者
の
視
点
か
ら
―
尾
西

康
充

37

描
か
れ
た
「
中
国
戦
犯
」

―
敗
戦
後
の
兵
隊
と
火
野
葦
平
「
日
本
鬼
子
兵
」
論
―
小
島

秋
良

51

布
教
聖
省
文
書
館
所
蔵

１
５
９
５
年
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
報
告
書
の
日
本
語
表
記
川
口

敦
子

左
1

r
 

7
 

『}｝}｝｝｝}}}}｝}}}}｝｝

f}}}｝}｝}｝｝｝｝}｝｝}｝} 


